
＊＊＊＊＊＊＊ご寄贈ありがとうございました＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２７日、森永 晋（訪問介護 ゆとり管理者）様より、第４２回古賀政男記
念「大川音楽祭」一般歌謡部門最優秀賞 副賞の“小座敷”を「つどいの広場の
利用者の方の“憩いの場所になれば…」とご寄贈いただきました。 
つどいの広場を利用される親子さんが絵本を読んだり、利用者同士との

交流の空間になるのではと思います。また、収納引出し付きの為、お片付け
するのに非常に便利です。森永様、ありがとうございました。 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 
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【編集後記】 

この春、長女が大学生になります。２才差で３人きょうだいの我が子たちは、ここ数年毎年誰かが入学していて、

この時期は毎年卒業・入学でバタバタとあわただしい日々を過ごしています。先月入学式用のスーツを買いに行き

ました。試着をしてスーツ姿の長女を見ていると、「大人になったなあ～」と嬉しい反面、どんどん親の手を離れて

いく姿になんだかちょっと寂しい気持ちにもなりました。とは言え…子どもの成長は本当に喜ばしいことですね！ 

自分の選んだ道を信じて、充実した大学生活を送って欲しいと思います。        （生活支援相談室 吉田） 

 

                     

 

Information 

行政書士相談 ４月１６日（水） 32-8851 

 

JAみなみ筑後女性部 様 JA南筑後役職員連盟 様 

JA南筑後役職員連盟様より、お米を、
JAみなみ筑後女性部様より、お米、食
料品等をご寄贈いただいています。 
お寄せいただいたお米・食料品等は、
「子ども・地域食堂」、「子どもの居場所
づくり」や「生活困窮者支援」等に 
有効に活用させていただきます。 
いつもありがとうございます。 

つどいの広場 

～誰もが住み慣れた地域で安心して 

暮らせる大牟田をつくろう！～ 

市民・企業・団体等の皆様に賛助会員になってい

ただき、その会費を本会が推進する様々な福祉活

動に活用させていただいております。 

より多くの皆様のご協力をお待ちしております。 

 

賛助会費 個人     1,000円（1口） 

（年額）    法人・団体 3,000円より 

【賛助会費の活用例】 

□地域福祉活動の推進 
●校区社会福祉協議会の活動支援 
●福祉委員活動の支援 
●ふれあいサロン活動支援 

□ボランティア活動の推進 
  ●ボランティアの登録・斡旋 
●福祉教育の推進 

□相談・援助活動の推進 
  ●住民参加型在宅福祉サービスの実施 
（おおむたキャロットサービス） 

□多職種協働の推進 
●不登校・ひきこもり支援プロジェクト 
●買い物支援プロジェクト  など 
                

 賛助会員を募集しています 

令和７年度 大牟田市社会福祉協議会 事業計画 重点施策 
 

今、社会福祉協議会に求められている役割は、地域・福祉課題に対するニーズを 

把握し、既存の制度では対応できないニーズに対して、新たな活動や事業を展開し 

ていくことや、社協のプラットフォーム機能を活用し、多職種の連携による地域福祉 

を推進することです。一方、地域福祉活動実践者不足が懸念される中、意欲や能力 

のある高齢者等はじめ、地域人材を発掘していくことが重要だと考えています。 

誰もが自分らしく安心して生活を送ることができるよう、行政をはじめ、地域住民 

や地域組織、関係機関・団体等と協働しながら、相談・生活支援体制をさらに強化し、様々な課題の解決に取り組

んでいきます。令和７年度の重点施策を以下のとおり定め、事業展開していきます。 
 
 
 
 
 

１．社会的孤立に関する様々な取組みに努めます 

「生活支援相談室」では、対象となる本人の自己選択、自己決定を基本に

しつつ、必要な支援を受けながら、経済的自立だけではないその人なりの

自立を目指し、今後も関係機関と連携しながら、支援を継続していきます。 

特に「不登校やひきこもり」については、前年に開所した居場所「ほっとス

ペースふきのとう」に来所すれば、指導要録上の出席扱いが可能となった

ことから、ここで学習の支援を実施する等、居場所の機能の活用・充実を促

進します。また、ひきこもりサポーターを増やし、当事者の社会参加・社会復

帰や家族の支援に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

２．担い手不足を解消するような取組みに努めます 

今、地域活動実践者や様々な福祉を担う市民サポーターが不足してきて

います。本会では、これまでも市民後見人や生活支援員、キャロットサービ

ス協力会員など、様々な担い手の養成に取り組んできました。引き続き、地

域福祉活動やボランティア活動等へ参加する意義や役割について理解を深

めながら、実践の動機づけを行います。 

また、福岡県が進める「７０歳現役社会づくり事業」に合わせ、高齢者がこ

れまで培った経験豊富な知識や技術を地域社会で活かせるような環境づ

くりに積極的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．権利擁護に関する様々な取組みに努めます 

認知症、知的障がい、精神障がい等により、判断能力が不十分なため、日

常生活に困っている方が安心して暮らせるよう、成年後見センター運営事

業及び日常生活自立支援事業を一体的に推進することを目的に「大牟田市

権利擁護センター」を設置しています。今年度は、権利擁護センター利用者

等を中心に、身寄りのいない、若しくは親族と疎遠になっている高齢者等

に対して、本人の死亡後に葬儀、火葬、納骨等を親族に代わって行う「死後

事務委任契約事業（仮称）」の法的な問題や課題の抽出などを行い、専門職

と連携を図りながら実施に向けた仕組みづくりに取り組みます。 

 
 
 
 
 
 
 

 

４．交通弱者に対する取組みに努めます  

本市でも、運転免許証の返上や地域公共交通サービスの廃止・縮小など

の理由で、日常的な移動手段の確保が困難になっている交通弱者が増加し

ています。 

特に買い物支援のニーズが高まっているため、令和５年度に「買い物支

援プロジェクト」を立上げ、モデル校区を選定しました。令和６年度よりモデ

ル校区の住民組織をはじめ、生活支援コーディネーターや協力関係機関等

を含めた会議を進めており、令和７年度は、地域の実情に応じた買い物支

援の具体的な仕組みづくりに取り組みます。 

 

 

 

ひきこもりサポーター養成講座 

成年後見フォーラム 

地域リーダー合同研修会 

高取校区買い物支援プロジェクト 

４月から定員を１０人から１５人に変更します！！ 

 
★個浴でゆっくり入浴 
★栄養士による手作り昼食 
★看護師による個別の機能訓練 
★個別買い物支援 
★YouTube健康体操で脳トレ訓練♪ 
★季節ごとの楽しい外出行事やボランティアによる催し 

 

社協デイサービス 

  「ふれあい処えいる」 

【お問い合わせ】 社協デイサービス ふれあい処えいる （中村・猿渡）   ☎ 57-2541 

 

【問合せ】 総務課 ☎57-2519 

森永 晋（訪問介護ゆとり管理者） 様 
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ふれあいサロン連絡会を開催しました 

【日   時】 令和７年４月５日（土） １１時３０分～１３時００分 

【場   所】 上白川公民館 （大牟田市上白川町１－１－１） 

【メニュー】 カレーライス   

子ども：無料  ・中高生おかわり１杯 ２００円   

大 人：２００円程度を協力金としてお願いしています！ 

【お 願 い】 皿、はし、コップ、スプーンは、各自ご持参いただければ助かります 

※当日スタッフとして、ご協力頂ける方も大歓迎です！（８時００分集合） 

【主 催】 しらかわ食堂実行委員会   

【共 催】 NPO法人 しらかわの会 

【代 表】 田中 ℡０９０－４３５４－７２８２ 

 

白川子ども・地域食堂 

ゴミ屋敷と呼ばれる家の一斉清掃活動を行いました！ 

３月６日、大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会※（２７法人加盟）は、市内のゴミ屋敷と呼ばれる家（以下「ゴミ

屋敷」）の清掃活動を実施しました。当日は、まだ寒さが残る天候の中、社会福祉法人の職員、総勢２０名は、午前中をか

けて２時間で、５００㎏を超えるゴミを搬出しました。清掃後は、生活スペースが確保され、今後は福祉サービスを利用し 

ながら、自宅での生活が可能となりました。 

     令和６年度のゴミ屋敷の清掃活動は、これで３件となりました。清掃活動に当たっては、 

住人の方に確認しながら、少しずつ片づけていくようにしています。住人の方にとっては、

愛着のある日用品・洋服・家電品等を第三者が片づけることにより、見えていたものが一遍

に無くなるなど、これまでと生活環境が激変し、心苦しく思われる人もいらっしゃいます。 

このため私たちは、常に、住人の方に寄り添いながらの清掃活動を心がけています。 

当日ご参加いただいた社会福祉法人の皆さん、お疲れ様でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

※大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会とは、市内の社会福祉法人が協働で事業展開することで、活動に必要な「人材」

「資材」「資金」「情報」を共有し、社会福祉法人の地域貢献活動の促進を図ることにより、市内に住む人が抱える制度の狭間にあ

る問題解決に向けた支援（生活困窮者レスキュー事業）及び政策提言を行うことを目的とする協議体です。大牟田市社会福祉協

議会が、大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会の事務局を担っています。  

 

ゴミ屋敷清掃活動の様子 

年長組（つくしんぼ） ～４月進級から３月卒園までの歩み～ 
たけのこ 
たくさん 
取れたよ！ 

年長つくしんぼぐみになった４月。 

みんなで大
蛇の山車を
引いたよ！ 

みんなで作ったカレー、美味しかったね 
この日のことはきっとずっと忘れない 

みんなで作った“こいのぼり” 
気持ちよさそうに泳いでたね 

運動会 

初めての田植え 
楽しかったね♪ 

稲かり体験 
上手に稲が刈れたね 

もちつき 
おもち美味しかった 

２月２８日に明治・手鎌校区、３月２１日に駛馬校区、３月２６日-に上内校区で、校区別ふれあいサロン連絡会を開催しま

した。当日は、各サロンの代表者や世話人の方々から、活動内容や困りごと、他のサロンに聞いてみたいことなど自由に意

見交換をしていただきました。アンケートには、多くの方が「他のサロンの様子がわかってよかった」と回答されており、次

回の開催についても、ほとんどの方が「また参加したい」と回答してくださいました。今年度初の試みでしたが、近隣サロン

同士で情報や課題を共有することでサロン同士の交流も深まり、良い機会になったのではないかと思います。 

当日ご参加いただいた４校区のサロン代表者や世話人の方々、校区社協会長及び役員の方、地域包括支援センター職員

の方、お忙しい中、本当にありがとうございました。 

 

 

明治・手鎌校区の意見交換会の様子 駛馬校区の意見交換会の様子 上内校区の意見交換会の様子 

３月２０日、春のうららかな陽差しの中で年長組２０名が卒園式を迎えました。年長組の子どもたちは、 

とても優しくて、正義感にあふれ、困っている友だち、泣いている子がいると、必ず誰かがすぐに助けに 

に向かいます。みんなで遊ぶことが大好きで、まず、何をするか案を出し合い、話し合った上で決めるの 

で、いつも仲良く、笑顔で楽しく遊んでいます。運動会やクリスマス会、リズム修了式では、おうちの方に 
成長した姿を見てもらおうと、全力で取り組む年長組さんでした。みんな、よく頑張りましたね！ 

保護者の皆様へ 「ご卒園、おめでとうございます。これからの子ども達の成長と活躍が楽しみです」   

                                                                                             
所長 小柳 和弘 

ご卒園おめでとうございます 

大蛇山祭り 

最後まであきらめ
ないで頑張った 

 

クリスマス会 
サンタクロースがやってきたね 修了証書授与式 

節 分 
みんなで鬼はそとー！ 

福はうちー！ 


